










































ができる。この引窓が浄瑠璃の中で用 られてい 例を他 求めると、近松門左衛門による姦通物『大経師昔暦』の上之巻に見える みであ
る（６）
。しかも、ここでの焦点は、引窓の縄を伝って屋根から下りて来るところにあり、
















に当たる箇所で、このまま濡髪長五郎は落ちて幕となり、観客の印象に強く残ることになる。つまり、 「引窓」一段は、その舞台装置 ある引窓の効果を念頭に置きながら創作されたものであり、引窓はとりもなおさず、劇の進行において最も重要な働きをなす道具立てとして存在しているのである。また詞章を見ると、前者には「引窓ぐわらり、明けていはれぬ女房の、心遣ひぞせつなけれ」 、後者には「突放せば引縄に、窓はふさがれ心は闇くらき、思ひの声張上げ」というように、登場人物の心理と引窓の開閉との関係が直接的に描かれているこ からも、引窓の開閉とそれによる明暗の対比が、そのまま登場人物の複雑に錯綜する心理 表現となっている。中でも 老母と実子、継子 心理的葛藤が重要であることは、初演番付に、
第八 　やはたのおやざとに／ちすじの引まど 　竹本政太夫／さみせん 　大西藤蔵










































やの機転という鮮やかさについては論を俟たないも の、それがそのま心情の機微を描き出すとするのは無理がある。つまり、現代において引窓を舞台技巧として用いる演出は、 「引窓」と う作品の主題を描き出 、むしろ本質的ではないと捉えることも可能なのである。
３．現行「引窓」の原点
「引窓」の各概説がこぞって取り上げている、引窓という舞台装置を巧みに用いる手法は、現行の上演においても用いられているものの、 作品解釈や床の奏演、 また手摺 演出 おいてはそれほど重視されてはいない。一方、 「引
37	 引窓の光と陰

















































山城少掾の「引窓」がいかに絶品であっ かを示す証拠ともなっているのであるが、ここでは、直接に劇場で耳 した奏演に基づいて、 日を置かずに書き記された劇評を検討することにより、 前述の問題点につい 考察を進めてみたい。
豊竹古靱太夫の山城少掾受領は昭和二二年であるが、彼の「引窓」について、複数の評論が最も充実した形で認
































構成に違いがある。森下のは、ヲクリから段切まで、詞章を順 追い がら評言を加えていくと うもので その場合印象 残った箇所を取り立てて集中的に書くことは難しい。武智の方は、 「古靱 よつ 「引窓」は現代的意義の抽出に 功した」とする主題を前面に押し出して書いており、引用した後二行は「其の他部分的には として付随的に記された段落中の表現である。これを見ると、引窓 いう舞台装置を巧みに操ること り、登場人物
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と記していることとも一致するであろう。なお、当該評 今度演舞場で語つた古靱 「引窓」は、大阪 時それよりもまだ一際優れた出来を示した」とあるように、昭和一五年六月のそれと同等 考えてよい。
しかしながら、引窓開閉による明暗転換がそのまま人間心理の変化を意味するというのは、現代人とりわけ戦後







期とも重なり、その近代的解釈に基づく語りから多大な影響を受けた三業が、しみじみとした情愛を「引窓」の主題としながら、引窓開閉の技巧は前面に押し出 ていないとい 事実とも通底するのである。とすれば、引窓開閉による明暗の変化を直截に「引窓」 本質とする解釈については、これ以前に遡って劇評を順に検討 ることにより、その原点を見極め け ばならないこと なる。
５．三世鶴澤清六による「引窓」
前述の考察を、古靱太夫の「引窓」に対する劇評の引用から始める。昭和五年、同三年、大正一〇年の順である。












古靭の淨るりにはまだ若々しい前途が横はつてゐる。潑溂たるその語り口、しかもキッチリと淨るりの埓を越えぬ處に古靭の生命があ 、母が繪姿を賣つてくれといふのに返事せず 「廿年前に里子にやられた……」と長五郎の話 なり重ねて繪姿を賣つてくれといふ母
辭ことば
にかぶせて「兩刀させば南方十次兵衛……」の例の











































引窓の意味もまた、 初演番付に記された「やはた おやざとに／ちすじの引まど」との掛詞そのままに、 母親 実子、
46
継子との関係を中心として、登場人物の複雑な心理の襞を語り分け弾き分けそして遣い分けるための、本質そのものであったのである。大正・昭和を通じて豊竹山城少掾（古靱太夫）によって多くの人々に深い感動を与え、今日においても上演頻度の高い名曲として、 人形浄瑠璃「文楽」の傑作レバートリー 一つに数え上げられる「引窓」 。その原点となる解釈、引窓の光と陰が奏演の中核をなすという 解は、ここに存在し いた である。
注（
1）	





































8）	 「双蝶蝶曲輪日記 　続九場」竹本座初演番付、 寛延二（





ぬれかみ／長五郎／二かい／より／見るはゝわが子の ゑすがた／を／見／て おどろき／かいもと／めんといふなん与兵衛せんち行テ／立かへり 水 に／う／つる ／ほゝ 見て／おど／ろくおはやまどの戸を／ひき／日は／くれ た と あせる
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13）	 「近年の奏演では、 『段切り』のテンポが相当おそくなっているし、 手数もいくぶん少くなっている。戦前のＳＰレコードの奏演ときき比べるとはっきりわかる。むかしの奏演の方が一種溜飲のさがる思いがして、気分の転換、解放感もつよいし、 音楽的な対比も鮮明で、 新鮮な印象をうける。現行浄瑠璃の傾向として、 一字一句を過剰に語り生か うとし 『うれい』を強調するには、ゆっくり思い入れたっぷりとやりさえすればよいとばかりに、全体に間のびして、奏演時間が
48




































































































































































Light and Shade of Hikimado: The Examination of 
the Historical Transition of the Interpretation of “Yawatanosato Hikimado”
Hidetoshi	TADA
The	 eighth	 act	 of“Futatsu	Chouchou	Kuruwa	Nikki”is	 entitled	
“Yawatanosato	Hikimado.”In	this	act,	the	opening	and	closing	of	the	hikimado,	
which	is	the	slide-to-open	ceiling	window	that	brings	light	into	the	room,	plays	







window.	 The	 theme	 could	 not	 be	 fully	 comprehended	without	 an	
understanding	 of	 the	window’s	 role.	Tsurusawa-seiroku	 III,	who	was	 a	





However,	Bunraku	masters	 in	 the	Late	Showa	Period,	 1960-1988,	
while	performing	 the	act	aiming	 to	 show	psychological	 conflict	 among	
characters,	did	not	have	 this	 interpretation	of	 the	window.	Discourses	
about	 these	 acts	 from	 this	 time	 seldom	mention	 the	 light	 and	 shade	
created	through	the	operation	of	 the	window	as	an	 interpretation	of	 the	
conflict.	For	 the	masters,	 the	opening	and	closing	of	 the	window	was	
unessential	 in	describing	the	theme	of	 the	act.	 	This	new	opinion	of	 the	
window	was	developed	 in	 the	Early	Showa	Period,	 1926-1959,	 due	 to	
Yamashironoshoujyou’s	superior	acting	abilities	which	reduced	the	need	
for	expressing	conflict	through	the	window.
キーワード：引窓，明暗，奏演解釈，山城少掾，三代清六
